
――千年の時を越えて――
　ずっとずっと数えきれないくらい長い間、立たさ

れています。一人で立っているのは寂しいので、仲間

たちと肩を寄せ合って立っていました。私たち凝灰

岩は、石切場で切り出され大勢の人の手によってこ

こまで大切に運ばれました。国分寺に到着すると「石

所」で作業する人たちによって礎石や階段の石、地覆

石、羽目石、葛石に加工されました。私たち羽目石は、

その時からずっと立っています。

　長くこの場所に立っているので、これまでにいろ

んな人たちを見てきました。それは、国分寺を作るた

めに都から派遣されてきた技術者や、造営のために

下野国内から集められた人々、三毳山麓の窯や宇都

宮の窯から瓦を背負ってきた人たちなどです。

　また、落慶法要に参列した下野国司や各地の郡司

のほか、一生懸命国の安泰を願って、お経を読んだり

写経したり勉強したお坊さんたちもたくさん見てき

ました。この間に私たちの立っている金堂も何度か

改修工事がされ、壊れた仲間たちは違う場所に去っ

てゆきました。途中からは仲間の石が足りなくなっ

たため、階段に使われていた石材が転用されて羽目

石に使用されています。西暦940年には、平将門が下

野国府を攻めており、地元の伝説ではこの時将門は

国分寺に火を放ったと言われていますが、私たち羽

目石が焼け焦げていないことからも金堂は焼けてい

ないことがわかります。将門はそれほど悪い人では

なかったようで、千年かかって誤解が解けたようです。

金堂は地震か台風のような自然災害により最後は倒

壊したと考えられます。　

　　　　　　　　　（国分寺町教育委員会　山口 耕
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